
隈小ブログ

５月の主な行事予定
※教育相談期間（４月２２日～５月８日）

１日（水） 防犯教室

２日（木） 春の一日遠足（４年以外）

９日（木） 甑アイランド事業（４年）

１１日（土） 土曜授業，授業参観（３校時）

１３日（月） 心臓検診（１年１組・２組）

１４日（火） 心臓検診（１年３組・４組） クラブ活動

１５日（水） 耳鼻科検診（５・６年）

１６日（木） 体力・運動能力調査（５年）

１７日（金） 体力・運動能力調査（６年）

内科検診（２年１組・２組，５年）

２２日（水） 耳鼻科検診（１・２年）

２３日（木） 内科検診（１年１組・２組，３年）

２４日（金） 内科検診（２年３組・４組，６年）

移動図書

２８日（火） 集金日，委員会活動（５・６年）

２９日（水） 市小学校綱引き競技大会(６年)

耳鼻科検診（３・４年）

今年度は，１３名の先生方が転入(うち２名は継続)して
きましたので，紹介いたします。どの先生方も，毎日張り
切って頑張っています。どうぞよろしくお願いします。

職 名 氏 名 前 任 校 等

教 頭 有 馬 睦 人 鹿児島市立南小学校

教 諭 松 永 芳 久 薩摩川内市立八幡小学校

教 諭 上 村 明 史 阿久根市立阿久根小学校

教 諭 中 村 陽 子 奄美市立名瀬小学校

教 諭 長 吉 昭 典 再任用(昨年度から継続)

教 諭 鬼 塚 広 美 再任用(昨年度から継続)

教 諭 外 園 祐 人 新規採用

教 諭 山 下 美 優 新規採用

教 諭 古 江 瑠 夏 新規採用

講 師 児 玉 夏 美 期限付採用

学校用務専門員 川 畑 美 和 薩摩川内市立城上小学校

特別支援教育支援員 澵 井 利 恵 薩摩川内市立川内北中学校

特別支援教育支援員 上 園 美 雪 新規採用

令和６年度 転入職員の紹介
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「親子の絆をさらに深めるために…」


